
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

１０４ 

１０４号 目次 

・特集 皆さんの“お困りごと”を聞きました！ 

・事業所紹介 百合の樹通信 グループホームより 

はだしの邑通信  ろばの家だより 

・ろばと野草の会の考える「支援」について  理事長 瀨戸英治 

・ありがとうございました 

 

特定非営利活動法人 ろばと野草の会  ２０２5年１１月１日発行 

 

 

 

写真「弘明寺山門」Ｓ・Ｆ（百合の樹） 



Q1.睡眠時間が足りない。いくら眠っても眠くて困っている。 

A.睡眠は量より質とよく言われます。眠りが浅いといくら長く

床に入っていても、翌日疲れが取れず、日中眠気が襲ってくる

ということもあるでしょう。深く眠れるように入眠時にリラッ

クスできる環境を整えましょう。一般的にはスマートフォンな

どのライトは眠りの妨げになるので寝る時はスマホを使用しな

いようにと言われますが、目に光が入らない様に音楽やお話を

聞くなどして利用するのはリラックス効果をもたらすこともあ

ります。音は低めにある程度の時間が来たら切れる様に設定し

てみては？ 

また向精神薬や睡眠導入剤などの薬を服用されている方は、

いつも飲んでいる薬だからとあきらめないで、主治医とよく話

し合って薬を調整してもらうのも良いかもしれません。 

特集 

「皆さんの“お困りごと”を聞きました！」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q2.なかなか部屋の片づけができない。何をどうしまってい

いのかわからない。 

A.片づけが苦手な方はまず安易に物を購入しないことが大事

です。家にあったかなと思うものでも、まあいいかとつい

100 円ショップで購入してしまいがちですが、物が増えると

片づけは余計に困難になります。「家にあったかな？なかった

かな？」と考えなくて済む様に普段使う物は定位置を決める

こと、そして決めたら変えないことも大切です。 

また障害支援区分が付いている方なら家事支援のホームヘ

ルプサービスが利用できると思います。訪問介護員の方と一

緒に掃除片づけをされてみるのも良いかと思います。障害者

手帳は持っているけど、区分認定は受けていないという方は

役所の障害担当窓口にご相談してみてください。 

日頃お付き合いのあるメンバーの皆さんが抱えている日常生活の困りごとに対して、どうした

ら良いかのヒントになりそうなものを編集委員がそれぞれ考えてみました。アンケートに答えて

くださった方、ありがとうございました。「これが唯一の正解！」というわけではないのです

が、是非参考にしてみてください！ 



Q3.ストレスをためない方法を知りたい。合わない人との

付き合い方（をどうしたらよいのか困っている）。 

A.自分は TV を見ながら文句を言ったり、バッティングセ

ンターやアイススケート場に行ったり、好きな小説や本を

読んだりしています。部屋にいるよりも図書館など外に行

ってみてもよいかもしれません。部屋にいるといろんなこ

とに気が行っちゃうので。何か自分の好きなことや楽しい

ことに集中できる時間があればいいのかなと思います。 

また、自分は合わない人とは必要以上に関わらないよう

にしています。関わり過ぎると自分が疲れてしまうので。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q4. 毎日の夕食のメニューを考えるのが、楽しみながら

も大変（物価の調整）など 

A.就労継続支援 B 型事業所のために、事務局で毎月共通

メニューを作っています。今後、ホームページにアップ

しますので、参考にしてください。ただし、各事業所の

食材の都合で変更になるときがあります。 

Q5.ろばと野草の会の会員（になった時）のメリットを教えて

欲しい  

A.会員特典として、 

①優待チケットを発行しますので、当会事業所の自主製品を

ご購入いただけます。 

②総会に出席し、発言するとともに議決に参加できます。 

③会報（年３回）を受け取ることができます。 

④横浜市内の当法人指定の共同墓地を利用することができま

す。毎年、法人関係者で追悼式を行っています。 

会費については、当会の就労継続支援 B 型事業所・グルー

プホームの運営や事業の一部に使わせていただくなど、会員の

皆様には当会をご支援いただいております。当会の事業の充実

のためにも、会員となっていただき、ご支援をよろしくお願

いします。 



           

 

〒231-0033 

横浜市中区長者町 4-10-1 パルム長者町 201 

TEL：045-211-4081 FAX：045-211-9030 

E-mail：yurinoki@ray.ocn.ne.jp 

百合の樹通信 

 

今回「12 年で私、どんなことが変わったかな？」と振り返りました。 

 

人見知りを全くしなくなりました。 

料理が苦手だったのに、レシピを見れば大体作れるようになりました。 

作業を通して手先が器用になり、生春巻きや餃子も綺麗に包めるようになりました。 

パソコンで様々なデータを作れるようになりました。 

書道や園芸も、苦手だったのに、今では大好きになりました。 

 

ろばと野草の会での思い出は、たくさんありすぎて書ききれないです。 

どんなに時が経っても、ここで過ごした日々を忘れないです。 

素敵な時間を過ごすことができました。本当に、ありがとうございました。 
 

飯田 杏奈 

１ ２ 年 を 振 り 返 っ て 

中区のＳＤＧｓを推進する取り組みの一環として、アニヴェルセル横浜から、ブライダルフェアで 

使用されたお花を頂いてきました。ユーカリの、とても爽やかな香りが部屋に満ち溢れていました。 

ブライダルフェアのお花を使って・・・ 

・きれいでよかった。 

・豪華な花をもらって、きれいに

生けられた。嬉しかった。 

・きれいなお花を、有難うございます。 

・初めてだから、おもしろかった。 

・ユーカリの葉の香りが心地よかった。 

○飯田杏奈さんは、２０２５年９月に退職されました 



 

 

 

 

 

 

 

枇杷 幸穂 

GH 見晴・ろばの家 

三枝木 かおり 

GH 見晴 

坂間 正恵 

GH 見晴 



今年もプール清掃しました！ 

訃報 

偲ぶ会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

〒231-0843 
横浜市中区本郷町 1-2 小倉ビル 2 階 
TEL/FAX：045-625-2509 
MAIL：hadashi85＠yahoo.co.jp 

在りし日の OM さん 

2025 年 7 月 1 日、メンバーの OM さんがお亡くなりになりまし

た。享年 32 歳でした。時折見せる笑顔が素敵な優しい好青年でした。 

また 8 月 28 日にはだしの邑にて、OM さんを偲ぶ会を実施しまし

た。はだしの邑以外の方も来てくださって故人を偲び、思い出話も

色々話しました。ご冥福をお祈り申し上げます 

～みんなの感想～ 

・暑い中それぞれが手分けしてやりまし

た！ N さん 

・壁の汚れを落とすのと、落ち葉集めと、

取るのが大変でした K さん 

・楽しかった T さん 

・もっとジェット（高圧洗浄機）があれ

ばいいなと思った。もっと人数も多けれ

ば良いのにな、人手不足 さ十し 
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ろばと野草の会の考える「支援」について 
理事⾧ 瀬戸英治 

 
 今回は「支援」について考えたいと思います。よく言われることですが、視覚障がいのある人を

支援するからといって、突然手を引っ張ったらどうでしょう？ 相手はびっくりし、恐怖さえ感じ

るかもしれません。そこでまず大切なことは、自分が何ものであるかを知らせ、次に相手が必要と

していることを聞き、その上で自分のできることを提示すること、すなわちまず話し合うことでは

ないでしょうか。しかし、この簡単なことさえも日常の中で忘れがちです。特に精神という目に見

ることができない障がいにおいて、それは具体的に言葉にして伝えることが難しい場合もありま

す。だからといって支援者の勝手な思い込みや理念だけで支援に当たることは、相手に大きなスト

レスを生じさせ、強いては大きなトラブルにつながります。 

 ではどうするべきか？ それはまずよく話し合うことだと考えます。私たちの会と交流のある

北海道のべてるの家では、「三度の飯よりミーティング」という標語でそれを表現していました。

話し合いを通して個別の支援計画を作り実行する。そしてまた話し合う。そして修正が必要ならば

作り直してみて、また話し合う。その繰り返しこそが、私たちの支援のベースとしなければならな

いものであると思います。 

 忙しい日々の業務の中で、変わらないからと同じ支援計画のまま、ということもあるかもしれま

せん。でもよく話せば小さな変化にも気づくかもしれません。その小さな変化をもとに小さなチャ

レンジをしてみる。この積み重ねがやがて大きな変化となる可能性を私たちは見たいと思います。 
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